
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所長新任の挨拶 

 

花咲く季節になりました。山が笑っています。 

この度、さんぽセンターの所長を務めることになりました飯塚康彦と申します。よろしくお願いいたします。 

歴代の所長さんは、初代（平成 7年度～平成 10年度）が村山忍三先生、二代目（平成 11年度～平成 15

度）が田口喜一郎先生、三代目（平成 16年度～平成 18年 12月）が佐藤晃先生、四代目（平成 19年 6月

～令和 6年度）が矼暎雄先生です。錚々たる方々が所長さんを務めてこられました。 

 

然れども、五代目の所長はさにあらず、いい加減

な人物です。 

しかし、心配はいりません、私以外の 8 名の職員

は大変優秀です。今まで通りに、いや、今まで以上に

素敵な仕事をするでしょう。期待してください。 

長い文章は得意ではありません。以上をもって、

新任の挨拶といたします。 

 

 

現代川柳をひとつ（安康〔あんこう〕） 

腎盂がん フライパンも お休みね 

 

 

えんぴつ画をひとつ（康〔やす〕） 

 

 

（所長 飯塚康彦） 
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４月になりました。新入社員が入ってきたり新年度の人事異動があったり、新たな顔ぶれでスタート

を切った職場も多いことと思います。入ってくる人も迎える人も慣れないコミュニケーションに戸惑う

時期かもしれません。 

 

新年度になると、カウンセラーとして新入社員やその上司、先輩と面談をする機会が多いのですが、

その際よく話題にのぼる「報連相」について感じていることを今回お伝えしたいと思います。 

 

「報連相」は「報告」「連絡」「相談」であることは皆さんよくご存知のことと思います。研修でも日常的

な指導の中でも「報連相をきちんとしましょう」と言われます。 

では改めて、皆さんは「報告」「連絡」「相談」をきちんとできていますか？ 

そして、「報告」「連絡」「相談」をきちんと受け取っているでしょうか？ 

新入社員と話をしていると 

「報告をしたら『今、忙しいから無理』と言われてしまった」 

「連絡をしたら『そんな細かいこといちいち言わなくていい』と言われてしまった」 

「相談をしたら『そんなこと自分で考えなさい』と言われてしまった」という話がよく聞かれます。 

そして「どう報連相をすれば良いか分からなくなる」と不安を口にします。 

 

もちろん、ほとんどの上司や先輩が丁寧に対応しているとは思います。でも、時折投げつけられるそ

んな心ない一言は「報連相」のハードルを一気に上げてしまうようです。「忙しい時にこんなこと報告し

たら迷惑かも」「こんなこと相談したら怒られてしまうかも」。そんな不安がその後の「報連相」を躊躇さ

せてしまうのです。その状況に上司や先輩は「報連相ができていない」と厳しく注意をするかもしれませ

ん。そうなるとまさに悪循環ですね。 

 

「報連相」とは職場のコミュニケーションや業務遂行の上で大切な「しなければならないこと」です。そ

して同時に、しっかりと「受け取らなければならないもの」でもあると思います。報告に来た時、忙しくて

答えている時間がなかったとしても「今時間がないから後で聞かせてくれる？」と言えばもう一度報告

に来てくれるでしょう。相談の内容が「自分で考えて欲しいな」と思うことなら「まずはあなたの考えを

聞かせてくれる？」と言えば一緒に考えていくことができるかもしれません。 

 

コミュニケーションはキャッチボールだと言われます。キャッチボールはこちらが投げたボールを相手

が受けて投げ返された時に成立します。まだ業務に慣れていない新入社員や異動したばかりの人が投

げてきたボールは、ぜひ確実に受け取って、相手が受け取れる言葉で丁寧に投げ返して欲しいと思いま

す。そして「報連相」をする側も、声をかけにくかったり不安があったとしても、勇気を出して声をかけて

いきましょう。「報連相」はすることも受け取ることもどち

らも大切。気持ちよく仕事を進

めるために、コミュニケーショ

ンをストレスにしないために、

新年度のこの時期に「報連相」

を改めて意識してみて下さい。 

相 談 員 通 信 
 



 

 

 

 

 

 

各地域産業保健センターのコーディネーターに地域窓口の活動やコーディネーターの 

仕事について、レポートしてもらいます。 

 

 

        「地域に沿った役割」 

北信濃地域産業保健センター   

コーディネーター  中村 宣之  

 

令和 4年度から引き継ぎ、右も左も分からない中、日々経験と言い聞かせ何とか業務を遂行してきました。 

現在もなお、日々勉強の最中ですがおかげ様で役割の輪郭は掴めてきました。 

 

北信濃は毎週木曜日に須高医師会を中心として、中高医師会、飯水医師会の３か所で意見聴取を実施してお

ります。以前から広範囲のため効率を考え事業場での意見聴取は実施しておりません。 

また、ドクターのローテーションについては、各医師会の協力で日程調整をしてくださ

り大変ありがたく感じています。 

 

近年の働き方改革や健康経営の進展に伴い、ますます重要な役割を担うことが期待

されていることを承知しています。多様な働き方が普及する中で、従業員の健康管理に

関する新たな課題に対応していくことが求められています。また、一方ではメンタルヘ

ルス対策の強化も急務と感じています。日々の意見聴取の中で、長時間労働などによるメンタルヘルスの深刻

化を時折感じることがあります。早期発見、早期介入のため事業場、産業保健総合支援センターとの連携で支

援体制を強化し迅速な対応を心がける必要があります。 

 

更に北信濃では、人手不足による高齢者の雇用、外国人技能実習制度を利用した雇

用が多く見られ、ここでのより丁寧な対応が求められています。特に昨年秋ごろから

は、外国人技能実習生を雇用している事業場への労基、機構の指導が厳しく入り、多く

の新規申し込みが殺到し日程調整に大変苦慮しております。国籍、年齢、性別など多様

な属性を持つ従業員への健康教育やハラスメント防止策などが重要になってきていま

す。外国人に関しては言葉の問題があり、うまくドクターの指示、意見等が伝えづらいという声も多く聞きます。 

 

別の側面からは、産業医の確保が今後課題になってくることが予想されます。現在お力添えをいただいてい

る先生方も高齢化が進み、年々減少傾向にあります。その中でドクター1人当たりの意見聴取の件数減少、若手

ドクターの意見聴取件数増加、ローテーションの頻度が早まっていることへの不満の声も少なからず上がって

きています。しかし現状は上記したように新規を含め全体的な利用件数は増加しており、板挟みの状況です。産

業医の先生、保健師さんがいて成立するこの事業なので、5年後を考えた時に一抹の不安を抱いています。 

利用件数が伸びることは本来の我々の役割からすると嬉しいことですが、リアルな現状を踏まえると、、、 

いずれにしても、北信濃の状況を的確に捉え、各所連携する中で効率よく遂行できるように創意工夫して進め

ていきたいです。 

 

北信濃地域産業保健センターは、今後も社会の変化、地域の状況を踏まえ変化に対応し、従業員の健康を守

り、企業の生産性を向上させるために、重要な役割を担わせていただいてることに感謝し地域貢献で役割を発

揮していきたいと思います。 

地 産 保 通 信

 通 信 

 北信濃地域 



研修会報告

産業保健研修会

 

 
 

令和６年度の産業保健研修会では、長野県内だけでなく、県外の方からもたくさんご参加いただき、ここ数年

で一番多い参加者数となりました。改めて御礼申し上げます。令和 7 年度上半期（4～9 月）の産業保健研修会

について計画しましたので以下に一部掲載いたします。詳細はチラシや当センターホームページをご覧くださ

い。皆様のご参加をお待ちしております。（労働衛生専門職 研修担当） 

 

 

令和 6年 12月 11日(長野)、令和 7年 1月 22日（松本）、同年 2月 20日（上田）の 3回（同内容）に渡り

実施された研修会「「労働安全衛生法の新たな化学物質規制」の実践」についてご報告します。講師は当センタ

ー産業保健相談員の小林喜八郎先生と荻原幸男先生です。この研修では、前半は小林先生より化学物質の新

たな法規制の解説等、後半は荻原先生よりリスクアセスメントツールのパソコン実習等行っていただきました。

ご参加いただいた方からは、「化学物質の管理方法がわかった」「CREATESIMPLE の使用方法が理解できた」

「演習形式の内容があり実践的でした」「R6施行に伴い知識の充実が図れた」などのご感想をいただきました。 

「化学物質の自律的管理」については、厚生労働省の重点項目でもあり、非常に重要なテーマですので、今後

も積極的に研修会を開催して参りたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研 修 会 レポート 

  

令和 7年 4月～6月産業保健研修会のお知らせ 
（詳細やお申し込みは当センターホームページよりお願いいたします。） 

 
開催日時 テーマ ・ 講 師 会場 

4月17日 （木） 
9:00～16:00 

「 職場のメンタルヘルス基礎研修 」 ～ 現場の管理監督者の役割 ～ 第 1講ラインケア 
社会医療法人抱生会 丸の内病院 精神科科長 武藤 隆 

動画 
研修 

4月21日 （月） 
13：30～16:00 

3回シリーズ「 ハラスメント対応研修 」 第 1回「 会社としての対応と被害者面談 」 
株式会社 コミュニケーションズ・アイ 代表取締役社長 伊藤 かおる 

WEB 

4月22日 （火） 
13:30～15:30 

「 新人衛生管理者のための基礎研修 」 ～ 衛生管理者に選任されたけど、さて・・・ ～ 
安全衛生オフィスＩＭＡＩ 所長 今井 千一 

WEB 

4月24日 （木） 
9：00～16：00 

「 職場のメンタルヘルス基礎研修 」 ～現場の管理監督者の役割～ 第 2講 休職支援・復職支援  
社会医療法人抱生会 丸の内病院 精神科科長 武藤 隆 

動画 
研修 

5月8日 （木） 
9:00～16:00 

職場のメンタルヘルス基礎研修 第 3講 セルフケア 
社会医療法人抱生会 丸の内病院 精神科科長 武藤 隆 

動画 
研修 

5月13日 （火） 
13：30～15：30 

「 食事の基本について 」 ～ 健康長寿はバランスの良い食事から ～ 
公益社団法人 長野県栄養士会 会長 馬島 園子 

WEB 

5月14日 （水） 
13：30～15：30 

「 Q＆A形式で説くメンタルヘルスに関する現場問題と法 」 
弁護士法人淀屋橋・山上合同 弁護士 堀内 聡 

WEB 

5月15日 （木） 
9：00～16：00 

「 職場のメンタルヘルス基礎研修 」 第４講 メンタル不調の基礎的な理解 
社会医療法人抱生会 丸の内病院 精神科科長 武藤 隆 

動画 
研修 

5月19日 （月） 
13：30～16：00 

3回シリーズ「 ハラスメント対応研修 」 第 2回「 被害者面談と行為者面談、解決の考え方 」 
株式会社 コミュニケーションズ・アイ 代表取締役社長 伊藤 かおる 

WEB 

5月21日 （水） 
13：30～15：30 

「 従業員との健康相談の基本 」 ～ 従業員自身が考えることができるための話の聴き方 ～ 
株式会社 Dream Seed 代表取締役  三井 洋子 

長野 
会場 

5月23日 （金） 
13：30～15：30 

「 ２回シリーズ 「事業場における知っておきたいがんの基礎知識と罹患者への対応」 」 第１回 「 がんの診断期から治療期 」 
新潟県立看護大学講師 がん看護専門看護師 横川 史穂子 

WEB 

5月28日 （水） 
13：30～14：15 

新任担当者のためのメンタルヘルス対策基礎講座 「 メンタルヘルス対策を基本から 」 ～ 職場におけるメンタルヘルス 
対策とは？基礎から改めて考える ～ 長野産業保健総合支援センター産業保健相談員  高橋 知也 

WEB 

5月28日 （水） 
14：30～15：15 

新任担当者のためのメンタルヘルス対策基礎講座 「 「セルフケア」と「ラインケア」に取り組む前に… 」 
長野産業保健総合支援センター産業保健相談員  高橋 知也 

WEB 

5月28日 （水） 
15：30～16：15 

新任担当者のためのメンタルヘルス対策基礎講座 「 新任担当者が知っておきたいストレスチェック制度 」 
長野産業保健総合支援センター 産業保健相談員 高橋 知也 

WEB 

5月29日 （木） 
13：30～16：00 

「 化学物質におけるリスクアセスメント手法 」 ～ クリエイトシンプルをマスターしよう！ ～ 
荻原労働衛生コンサルタント事務所 所長 荻原 幸男 

長野 
会場 

6月2日 （月） 
9：00～16：00 

「 職場のメンタルヘルス基礎研修 」 ～ 現場の管理監督者の役割 ～ 第 1講ラインケア 
社会医療法人抱生会 丸の内病院 精神科科長 武藤 隆 

動画 
研修 

6月4日 （水） 
13：30～16：00 

「 ハラスメント相談対応の実践 」 ～ 適切な相談対応のために担当者が押さえておきたいポイント ～ 
オフィス カコマ 代表 御子柴 由紀子 

長野 
会場 

6月9日 （月） 
9：00～16：00 

「 職場のメンタルヘルス基礎研修 」 ～現場の管理監督者の役割～ 第 2講 休職支援・復職支援 
社会医療法人抱生会 丸の内病院 精神科科長 武藤 隆 

動画 
研修 

6月16日 （月） 
13：30～15：30 

「 ハラスメント防止研修 」 ～ 誰もがいきいき、活躍できる職場づくりにむけて ～ 
一般社団法人日本産業カウンセラー協会 上信越支部 辻 正明 

WEB 

6月18日 （水） 
13：30～15：30 

「 治療と仕事の両立支援と法 」 
鳥飼総合法律事務所 弁護士 小島 健一 

WEB 

6月20日 （金） 
15：00～17：00 

「 職場での転倒・腰痛災害を防ぐための実践的アプローチ 」 ～ 転倒予防 ～ 
長野保健医療大学 助教 佐藤 剛章 

長野 
会場 

6月23日 （月） 
13：30～16：00 

3回シリーズ「 ハラスメント対応研修 」 第 3回 「 カスタマーハラスメントへの対応 」 
株式会社 コミュニケーションズ・アイ 代表取締役社長 伊藤 かおる 

WEB 

6月26日 （木） 
13：00～16：30 

化学物質の自律的管理 ～「化学物質の自律的管理」に何から取り組むべきか～ 
小林労働安全衛生コンサルタント事務所 所長 小林 喜八郎 / 荻原労働衛生コンサルタント事務所 所長 荻原 幸男 

WEB 

6月27日 （金） 
14：00～16：00 

「 担当者が疲弊しないメンタルヘルス対策 」 ～ 原理・原則に基づいた対応のための判断軸をつくる ～ 
一般社団法人日本産業カウンセラー協会 上信越支部 小林 健洋 

WEB 

6月30日 （月） 
13：30～15：00 

「 高齢勤労者と心身機能 」 
東京労災病院 治療就労両立支援センター作業療法士 佐藤 さとみ 

WEB 

 


